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芸術と神に没頭して

クリス・アフーバ氏は、芸術
家で、ナイジェリアのエヌー
グにある経営工科大学の講師
でもある。彼はオプス・デイ
のスーパー・ヌメラリーであ
る。
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私がオプス・デイを知ったのは、友
人を通してでした。ある日、彼とド
ライブに出かけたとき、彼は急にこ
んな質問をしたのです。「クリス、
君は”生活のプラン”をもっているの
か？」。私はそんなことを考えても



いなかったし、これまでこのような
質問をされたこともなかったので
す。彼は更に話を続け、キリスト信
者が実践する幾つかの信心について
説明してくれたのです。私にとって
大いに考えさせるものでした。早
速、私も実行することにしました。
間もなく、オプス・デイのセンター
で行われている形成のクラスに出席
することにしました。数年後、スー
パー・ヌメラリーとしてオプス・デ
イに所属することを願い出たので
す。

聖ホセマリアの数々の教えの中で、
もっとも強烈に私の心を打ったこと
は、人は誰でも日常の仕事の聖化を
通して聖人になれるということでし
た。これには深い感銘を受けまし
た。私自身芸術家であり、制作には
かなりの情熱を注ぎますが、他方で
は良いカトリック信者になろうと努
め、制作にとりかかる時にお祈りを
捧げることもたまにありました。と



ころが仕事そのものが祈りであると
言う教えは、私には全く新鮮なこと
であり、目を開かれる思いでした。
聖性という大きな理想が身近なもの
であることが分かったのです。私に
もやっていけそうだと思ったので
す。

以前、ある友人が彫刻の制作をして
いる私を見て、「まさしく芸術作品
を作る姿だね」と語ったことがあり
ました。今ではこの言葉をこれまで
とは違った意味で考えています。
「自分は働くためにいるのだ、そし
て、この仕事を神への奉げものとし
なければいけない」と悟ってきたの
でした。作品に向かっているときの
自分の気持ちは、この作品の鑑賞者
をいかにひきつけるかに関心があり
ました。彼等がどう感じるかを常に
意識していました。

しかし、私の仕事を見守る最大の鑑
賞者は神に他ならないと知るに至り



ました。神は、レリーフの裏側、あ
るいは彫刻台の下にまで目を注いで
おられるのです。細かい作業を積み
上げ完成度を上げるという誰にも気
付かれない仕事も、聖化には必要欠
くべからざるものであることを学び
ました。

芸術活動はかなり体力を消耗させま
す。どんな作品にも没頭し、しばし
ば夢中になるあまり何時間もぶっ通
しで制作にとりかかることもあるほ
どです。このような時にはささいな
邪魔に対してもいらだつことがあり
ます。ここにもオプス・デイ創立者
の教えは、私にとって大きな助けと
なっています。作業を妨げる出来事
の中にも神を見出さなければならな
いことを学びました。私のいらだち
を神に奉げることができるのです。
良い仕事をするためには、才能だけ
ではなく、様々な徳を実践すること
も必要です。仕事の邪魔になると
思っていた事柄は、今では神への捧



げ物になっています。そのような小
さな犠牲を仕事中に捧げることで、
以前は仕事を台無しにしていた事柄
が、人々のために自分を与え、仕事
をより良く果たす機会となっている
のです。 

普段、頭の中で考えていることを何
とかひねり出し、そしてそれを表現
することが芸術活動ではとても重要
なことです。これは、私がオプス・
デイにおいて学んだことでもあるの
です。つまり、まず内的生活であ
り、また使徒職ということです。神
に対して、もっともっと感謝をしな
ければならないと思っています。実
に多くのことを与えてくださったか
らです。何よりもオプス・デイへの
召しだしを与えてくださったのです
から。

クリス・アフーバ氏、ナイジェリ
アのエヌーグ



pdf | から自動的に生成されるドキュメン
ト https://opusdei.org/ja-jp/article/yun-

shu-toshen-nimei-tou-shite/
(2025/04/18)

https://opusdei.org/ja-jp/article/yun-shu-toshen-nimei-tou-shite/
https://opusdei.org/ja-jp/article/yun-shu-toshen-nimei-tou-shite/

	芸術と神に没頭して

